
資料１－２ 

未来の京都の環境を考えるワークショップでの御意見 

 

＜子ども（小中学生）からの意見＞    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜一般市民からの意見＞ 

 

 

地球温暖化を防ぐ 

・暑すぎない京都，涼しくなってほしい 

・バイクと車がない世界になってほしい 

・電車やバスを中心に使って普段は歩く 

・「自転車の日」を作って，その日は自動車

に乗れないことにする 

・エアコンだけではなく，ミストも増やす 

豊かな自然 

・自然が身近にある京都 

・田舎みたいなのどかなまち 

・星がたくさん見える空，流れ星や天の川が

見える 

・空がいつも青くて空気がおいしい 

・川の水がきれいで魚がいっぱい 

・きれいな川で川遊びがしたい 

・川にホタルがいっぱい出たらいいな 

・家を出たらホタルが見られる 

・生き物がたくさん住める京都 

・森林や動物を守る 

・クワガタやカブトムシが捕れる 

・ちょうちょがいっぱい 

・植物が増える 

・自然や緑がいっぱい 

・花や木がいっぱい 

・海にはきれいな魚がいっぱい 

・ロープウエーから美しい自然が見られる 

町でのくらし 

・神社や昔からあるものを大事にする 

・公園や遊ぶところがたくさんある 

ごみが少ない 

・ごみがあまり出ない，きれいなまち 

・みんなで町じゅうを掃除する 

その他 

・近所の畑で野菜が取れ，たくさん食べる 

・安心して住める京都 

・みんなでボランティア 

・そり遊びをしたい 

地球温暖化を防ぐ 

・水素ステーションが整備されている 

・省エネと太陽光，小水力，ごみ発電が進み，原子

力に依存しない 

・パークアンドライドでの車の抑制，自転車や徒歩

で移動しやすい 

・地下鉄と自転車の組み合わせでの移動が便利 

・四条通の一方通行や河原町の右折禁止で渋滞緩和 

生活環境をまもる 

・光化学スモッグが少なく空気が澄んでいる 

・都市部の光害がなく星がよく見える 

豊かな自然 

・川がきれいで，泳いだり，魚釣りができたりする 

・桜，紅葉，雪など四季のうつろいが感じられる 

・里山，放置された森林がよみがえる 

・さまざまな生き物，鳥，虫が共存できる 

・魚が泳ぎ，カワセミ，トンボ，ホタルがいる川 

・絶滅危惧種が保護され，生態系が維持されている 

・鴨川の自然が保全され，身近に触れ合える 

町でのくらし 

・自然環境と，まちの釣り合いが取れている 

・屋上緑化や都市公園など，土や緑が身近にある 

・温故知新，歴史，文化，自然が身近に感じられる 

・伝統行事，地蔵盆などを後世に伝える 

・木造家屋の多い街並み，伝統と環境が釣り合う 

循環型のまち・ごみの減量 

・さまざまな種類のリサイクルを町じゅうで徹底 

・生ごみもミミズに食べてもらって堆肥化する 

・ごみもきれいに処理されている 

・不法投棄が少ない 

協働の取組 

・環境教育が盛ん 

・市民みんなで協力し，環境を守る社会 

・大学での環境を良くする研究が世界最高水準に 

・身近にできた作物を食べられる 

・訪れた観光客がきれいだとほめるまち 


